
図1：未来戦略機構の機能

1　大阪大学未来戦略機構とは？

　大阪大学平野俊夫総長のリーダーシップのもと，

部局横断的な教育・研究を推進するために，「大阪

大学未来戦略機構」が2012年に発足した．専門領

域の教育・研究はこれまで各部局で行われてきたが，

現代社会には多様な面から解決するべき幾多の課題

が立ちはだかり，専門領域を越えた新たな取り組み

が求められている．そのため，未来戦略機構では総

長を機構長として，中長期的視野に立ち大学全体を

俯瞰しつつ，部局横断的に教育・研究を推進するこ

とを目的としている．

1.1　運営

　機構長を補佐するために総長が指名する副学長が

副機構長をつとめ，また，機構長と機構の中に設け

るいくつかの教育・研究推進部門の部門長及び全副

学長からなる機構会議で，運営，人事，予算，施設，

認定等に関して迅速に意思決定する．また，各部門

や機構の総務，人事，広報，会計，教務などの事務

を効率的に遂行するために，未来戦略機構事務局（将

来的には機構運営室に発展する予定）を設けている

（図1 参照）．

1.2　教育プログラム

　機構では，平成23年度に文部科学省の「博士課

程教育リーディングプログラム」として本学から採

択された「超域イノベーション博士課程プログラム」

と「生体統御ネットワーク医学教育プログラム」を

それぞれ第一部門，第二部門として受け入れた．さ

らに，翌年度には，「インタラクティブ物質科学・

カデットプログラム」，「ヒューマンウェアイノベー

ション博士課程プログラム」及び「未来共生イノベ

ーター博士課程プログラム」の3プログラムが新た

に採択され，それぞれ第三部門，第四部門，第五部

門として受け入れた．

1.3　研究部門

　また，平成24年12月には，大阪大学におけるラ

イフサイエンス系の研究ポテンシャルを一層高め，

部局横断的な創薬科学研究を推進するため，未来戦

略機構の第六部門として「創薬基盤科学研究部門」を，

平成25年 2月には，人間指向のロボット研究を中

心に，認知科学，脳神経科学を含めた認知脳システ

ム学の確立を目指して，機構の第七部門として「認

知脳システム学研究部門」を，さらに同年5月には，

大阪大学における光量子科学に関する研究ポテンシ
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図3：未来戦略機構の役割り

図5：分野の融合により未来工学を実現

図4：情報・機械システムと生命システムの統合

図2：未来戦略機構のイメージ

ャルを一層高め，部局横断的な光量子科学研究を推

進するために，第八部門として「光量子科学研究部

門」が創設された．この第七部門が，本GCOE「認

知脳理解に基づく未来工学創成」が，最優秀の中間

評価を受けたことを反映して設立されたものである．

1.4　機構のイメージと役割

　現在の大阪大学の各部局における専門分野の教育・

研究を縦糸に例えると，未来戦略機構における分野

融合的な取り組みは各部局にまたがった横糸と見な

すことができる．大阪大学は，個々の部局の自主性・

専門性を尊重し，部局横断的な教育研究をバランス

よく組み合わせることで，この縦糸と横糸をしっか

り織りなし，大学全体の総合力をより一層高め，世

界トップクラスの大学として輝き続けるための確固

たる基盤の創造を目指す（図2, 3参照）．尚，詳細

については，ページhttp://www.iai.osaka-u.ac.jpを

参照されたい．

2　認知脳システム学研究部門

2.1　目　標

 ・大阪大学の世界的な脳神経科学研究を仲介に，

　　日本最大規模との認知心理学研究と，世界トッ

　　プクラスの人間指向ロボット学研究を統合する

　　ことにより，人間理解を進めるとともに人間に

　　親和的な情報・機械システムを創成する新しい

　　分野「認知脳システム学」の研究拠点を形成する．

 ・国内外の研究機関との積極的な連携を通じ，

　　従来からの連携活動をより有機的に推進し，世

　　界と戦う体制を整備するとともに，世界最先端

　　の研究・開発成果を生み出す．

 ・上記の体制のもとで，異分野融合研究を積極的

　　に推進できる若手研究者を育成する．

 ・各分野の基礎的研究シーズが人間社会に導入可

　　能な人工物として社会還元される体制を確立し，

　　これを「阪大モデル」として学際領域研究推進

　　のアカデミアモデルとする．

2.2　特　徴

 ・「特に優れている拠点」に選ばれたGCOEが発
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図8：国際連携

図7：各室の活動

図6：活動実施体制

　　展した「認知脳システム学研究センター」が中

　　心．

 ・新たに心の先端研究（WISH）と連携すること

　　により，国内での連携および認知科学を強化．

 ・異分野間および国内外での連携体制を強化．分

　　野の統合および融合研究を推進．

 ・真の分野の統合を推進するために，国内外のト

　　ップクラスの研究者を登用するとともに，積極

　　的に若手研究者を採用し，育成する．

2.3　事業活動の概要

　1．教育：認知科学，脳神経科学，ロボティクスの

　　統合基盤としての副専攻プログラム「認知脳シ

　　ステム学」を通じた融合研究推進可能な人材の

　　育成．

　2．研究：世界をリードする，認知科学，脳神経科

　　学，ロボティクスの学際的融合研究の推進．

　3．国際連携：GCOEで構築した国際連携体制に基

　　づいた教育研究両面での連携．

　4．国内連携：心の先端研究のための連携拠点

　　（WISH）構築事業に参画し，心理学・脳科学・

　　広義の認知科学の国内著名研究拠点と連携する

　　ことにより，教育研究体制をさらに強化．

2.4　研　究

　認知脳システム学：ロボットによるモデル化を通

して，人間と機械の関わりを研究し，人間の脳に親

和的なシステムの設計指針を提案．

　1．人間らしい動作や表現を実現するロボット研究

　2．人間のような学習・発達機能を構成的（ロボッ

　　トの利用) に理解し実現する研究

　3．人間とロボットの関わりから脳を理解する研究

　4．未来工学で実現する情報・機械システム

2.5　国際連携

　GCOEで構築した連携体制を利用し，教育研究

活動を海外の研究機関と共同で実施している．

 ・若手教員の相互短期派遣：毎年10名程度

 ・学生の相互長期派遣：毎年2名程度

 ・セミナーを開催：H26：ワシントン大，H27：

　　IIT，H28：UCSD，H29：ビーレフェルト大，

　　H30：阪大
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図10：全体ロードマップ

図9：年次計画の概要

2.6　国内連携

　心の先端研究のための連携拠点（WISH）構築事

業に参加し，国内の著名な研究拠点と連携した教育

研究活動を実施．

 ・心理学・認知科学・発達科学・脳科学・実験

　　社会科学・霊長類学が有機的に統合した「心の

　　先端研究のためのネットワーク」に認知脳シス

　　テム学の拠点として参加．

 ・WISH参加拠点である京都大学心の先端研究ユ 

　　ニットと連携し，認知脳システム学の観点から

　　心の進化研究を実施．

 ・心の先端科学に関するワークショップやサマ

　　ースクールを共同で開催．

3　全体ロードマップ

　スタッフは，工学研究科，基礎工学研究科，情報

科学研究科，人間科学研究科，生命機能研究科，医

学系研究科に渡り，教授15名，特任教授2名，准

教授8名，特任准教授3名，講師1名，特任講師2名，

助教6名，特任助教12名で，現在はすべて兼任で

ある．将来的には専任教員も想定されている．図

10に，GCOE時代のこれまでと，未来戦略機構認

知脳システム学研究部門を経て，研究センターを立

ち上げるまでのロードマップを示す．

4　おわりに

　本稿では，大阪大学未来戦略機構認知脳システム

学研究部門が，グローバルCOEプログラム「認知

脳理解に基づく未来工学創成」の後継であることを

示唆した上で，更なる分野融合の重要性，差異性，

そして新たなる科学へのパラダイムシフトの可能性

を示した．まだまだ未成熟な分野で有り，本稿が議

論のきっかけになれば，幸いである．最後に，本稿

執筆の際のデータを提供して頂いた，本学基礎工学

研究科の石黒浩教授，人間科学研究科の小山虎特任

助教を始めとする大阪大学未来戦略機構認知脳シス

テム学研究部門メンバーに感謝する．
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